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熱中症の現状と将来及びその対策
について



1出典：気象庁HP 世界の年平均気温，http://www.data.jma.go.jp/cpdinfo/temp/an_wld.html

世界全体において正偏差
が大きかった年（平年値か
らの差）
 ① 2024（+0.62℃） 
 ② 2023（+0.54℃）
 ③ 2016（+0.35℃） 　　
 ④ 2020（+0.34℃） 
 ⑤ 2019（+0.31℃）

―　細線（黒）：各年の平均気温の基準値※からの偏差
―　太線（青）：偏差の5年移動平均
―　直線（赤）：長期的な変化傾向

※基準値は1991〜2020年の30年平均値

2000年までは，米国海洋大気庁（NOAA）が世界の気候変動の監視に供するために整備したGHCN（Global Historical 
Climatology Network）データすべてを使用しています（使用地点数は月により異なり，約300～3900地点）．
2001年以降については，気象庁に入電した月気候気象通報（CLIMAT報）のデータをすべて使用しています（使用地点
数は月により異なり，約1000～1300地点）．

1. 熱中症の現状
■ 世界の年平均気温
• 年平均気温は100年あ

たり約0.77℃の割合で
上昇

• 2024年の年平均気温
は1891年の統計開始以
降，最も高い値



2出典：Zhao et al. (2021)

1. 熱中症の現状
■ 世界における高温の影響
• 2000～2019年の間の高温による年間過剰死亡者数を示す．
• 年間過剰死亡者数は世界で489,075人と推定
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出典：気象庁HP　日本の年平均気温 http://www.data.jma.go.jp/cpdinfo/temp/an_jpn.html

年平均気温は100年あた
り約1.40℃の割合で上昇
特に1990年以降，高温と
なる年が頻出

　日本で暑かった年（平年値
  からの差）
　　①2024年（+1.48℃）
 　 ②2023年（+1.29℃） 　　　　
　　③2020年（+0.65℃） 　　　　
　  ④2019年（+0.62℃）
　　⑤2021年（+0.61℃）

日本における気温の変化
• 統計開始（1898年）以降，最も暑い年は2024年

1. 熱中症の現状
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 広島における気温の変化
• 広島においては1.6℃/100年の割合で気温が上昇

出典：A-PLAT（ https://adaptation-platform.nies.go.jp/data/jma-obs/index.html ）

1. 熱中症の現状



 気温/WBGTと熱中症の関係
• 熱中症救急搬送率と日最高気温／日最高WBGTの関係式
• 日最高気温／日最高WBGTが上昇すると熱中症救急搬送率も増加

出典：https://www.wbgt.env.go.jp/pdf/manual/heatillness_manual_1-4.pdf
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搬送率

1. 熱中症の現状
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1. 熱中症の現状
 熱中症救急搬送数

• 熱中症により毎年4万人以上の搬送者数が発生
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※2010-2014 及び2020年は5月のデータなし

熱中症による救急搬送数の経年変化

出典：総務省消防庁資料（https://www.fdma.go.jp/disaster/heatstroke）をもとに国立環境研究所が作成

2018年：95,137人
東・西日本で記録的な気温

広島県における熱中症による救急搬送数の経年変化

2024年：97,578人



1. 熱中症の現状
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出典：総務省消防庁「令和６年（５月から９月）の
熱中症による救急搬送状況」

出典：総務省消防庁「令和６年（５月から９月）の
熱中症による救急搬送状況」

 熱中症救急搬送数
• 高齢者が半数を占める．
• 住居が発生場所の４割を占める．



出典：人口動態統計（ https://www.mhlw.go.jp/toukei/saikin/hw/jinkou/tokusyu/necchusho22/index.html ）
をもとに国立環境研究所が作成
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 熱中症による死亡
• 熱中症による死亡者数は近年1500人程度（自然災害は100～200人）⇒　熱災害
• 熱中症による死亡者の8割以上を高齢者が占める．⇒　高齢者対策が重要に
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1. 熱中症の現状



 熱中症による死亡（東京23区，令和５年夏）
• 熱中症による死亡者（192人）の内訳をみると，約８割が65歳以上の高齢者
• 約９割が屋内で亡くなっている． ⇒　高齢者対策＋住居対策が重要に
• 屋内で亡くなった方のうち約９割がエアコンを使用していなかった（屋内で亡くなった方の

うちの7.5割は単身者）． ⇒　エアコンの適切な利用が重要に

出典：東京都監察医務院「令和５年夏の熱中症死亡者の状況（東京都 23 区・確定値）」をもとに国立環境研究所が作成
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1. 熱中症の現状
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複合災害（自然災害×健康影響）
• 自然災害に伴う影響　

 夏季における停電　⇒　エアコンが使えないことに伴う熱中症リスク上昇
  ⇒ 適応策：非常用電源としての再生可能エネルギーの活用（＋蓄電池の導入）
　　　　　　　

出典：朝日新聞

台風１５号の被害を受けた地域（千葉県）
2019年9月，関東地方に上陸した
台風としては観測史上最強クラスの勢
力で上陸
千葉県を中心に甚大な被害が発生．
死者9人，重軽傷160人
停電の影響により，千葉県で9月9日
～15日の期間に498人の熱中症救
急搬送が発生．前週(2～8日）より
約3倍増加

1. 熱中症の現状
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RCP2.6

RCP8.5

RCP2.6（厳しく温暖化対策を実施）
RCP8.5（ほぼ温暖化対策を実施せず）

2.6-4.8℃

0.3-1.7℃

1986-2005年の平均値
を基準（0℃）

出典：http://www.jccca.org/ipcc/ar5/wg1.html　を改編

2. 熱中症の将来
将来の温室効果ガス濃度と気温
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出典：気候変動適応情報プラットフォーム「全国・都道府県情報」
          http://a-plat.nies.go.jp/webgis/index.html

21世紀半ば
2031-2050年

21世紀末
2081-2100年RCP2.6

RCP8.5

2. 熱中症の将来
気候・気象への影響
年平均気温の将来予測

　　　基準期間1981-2000年との比；
　　　MIROC5）

RCP2.6
（厳しく温暖化対策を実施）
　・21世紀半ば：1.9 ℃
　・21世紀末：1.9 ℃

RCP8.5
（ほぼ温暖化対策を実施せず）
　・21世紀半ば：2.1 ℃
　・21世紀末：4.8 ℃



2. 熱中症の将来
気候・気象への影響
猛暑日の日数の将来変化　　　

• 将来気候（2076～2095年）と現在気候（1980～1999年）との差を示す．
• 沖縄・奄美で 54 日増加するなど，全国的に有意に増加し，沿岸部など標高の低い

地域でより多くの増加がみられる．

出典：気象庁「地球温暖化予測情報 第９巻」

RCP8.5
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出典：気候変動適応情報プラットフォーム「全国・都道府県情報」
http://a-plat.nies.go.jp/webgis/index.html

21世紀半ば
2031-2050年

21世紀末
2081-2100年RCP2.6

RCP8.5

RCP2.6
（厳しく温暖化対策を実施）
　・21世紀半ば：1.72 倍
　・21世紀末：1.79 倍

RCP8.5
（ほぼ温暖化対策を実施せず）
　・21世紀半ば：1.72 倍
　・21世紀末：4.45 倍

2. 熱中症の将来
熱中症
熱中症救急搬送数の将来予測

　　　基準期間1981-2000年との比；
　　　MIROC5）

出典：総務省消防庁 各年の「熱中症による救急搬送状況」より作成

全国における熱中症救急搬送数

年 平成
30年

令和
元年

令和
2年

令和
3年

令和
4年

令和
5年

令和
5年

期
間

5/1-

9/30

6/1-

9/30

5/1-
9/30

5/1-
9/30

5/1-
9/30

5/1-
9/30

全
国

95,137 71,317 64,869 47,877 71,029 91,467 97,578



　熱関連超過死亡（熱ストレス超過死亡）
• 気温に影響される死因として代表的なものは熱中症だが，それ以外にも未知のものも含

め数多く存在する．
• 死因は一つでなく，気温が関係していても他の要因が大きければそちらが死因として選択

される．したがって，総死亡でとらえた方がよい．
• 至適気温（OT）において相対リスクが最も低くなる．

15

出典：https://www.restec.or.jp/recca/_public/event2011_data/poster/S-8_honda.pdf

2. 熱中症の将来
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出典：気候変動適応情報プラットフォーム「全国・都道府県情報」
http://a-plat.nies.go.jp/webgis/index.html

21世紀半ば
2031-2050年

21世紀末
2081-2100年RCP2.6

RCP8.5

RCP2.6
（厳しく温暖化対策を実施）
　・21世紀半ば：2.40 倍
　・21世紀末：2.50 倍

RCP8.5
（ほぼ温暖化対策を実施せず）
　・21世紀半ば：2.72 倍
　・21世紀末：7.34 倍

2. 熱中症の将来
熱関連超過死亡（熱ストレス超過死亡）
熱ストレス超過死亡数の将来予測

　　　基準期間1981-2000年との比；
　　　MIROC5）



出典：温暖化から日本を守る　適応への挑戦，2012 17

 気候変動対策：緩和策と適応策

3. 国の熱中症対策
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 適応策に関する国内動向
• 気候変動によるある程度の影響が避けられない状況に
• 温室効果ガスを削減するための対策（緩和策）に加え，生じる影響に備えるための対

策（適応策）がますます重要に

• 気候変動適応に関する国内の動き
 気候変動影響評価報告書

 2015年12月公表（第1回）
 （2020年12月公表（第2回））

 気候変動の影響への適応計画
 2018年11月閣議決定

 （2021年10月閣議決定）

 気候変動適応法
 2018年12月施行

 国環研・気候変動適応センター
 2018年12月設立

3. 国の熱中症対策



平成30年6月13日公布
平成30年12月1日施行

国、地方公共団体、事業者、国民が気候変動適応の推進のため担うべき役割を明確化。
国は、適応を推進する気候変動適応計画を策定。把握・評価手法を開発。
気候変動影響評価（おおむね５年ごと）して計画を改定。

１．適応の総合的推進

２．情報基盤の整備 ３．地域での適応の強化

情報基盤の中核としての国立環境研究所

各分野において、
信頼できるきめ細かな情報に基づく

効果的な適応策の推進

農
林

水
産
業

水
環
境
・

水
資
源

自
然

生
態
系

自
然
災
害

健
康

産
業
・

経
済
活
動

国
民
生
活

４．適応の国際展開等

国際協力の推進。
事業者等の取組・適応ビジネスの促進。

地方自治体に、適応計画策定の努力義務。

情報収集・提供等を行う地域気候変動適応セ
ンターを確保。

広域協議会を組織し、国と地方自治体等連携

「気候変動適応情報プラットフォーム」

砂浜消失率の将来

自治体情報

適応策情報

ビジネス情報

予測情報
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【環境省作成資料を基に改編】
 気候変動適応法

3. 国の熱中症対策



 熱中症警戒アラート
　(気象庁・環境省)
• 熱中症の危険性が極めて高くなる

と予測された際に，危険な暑さへ
の注意を呼びかけ，予防行動を
促すための情報

 翌日もしくは当日の暑さ指数
（WBGT）が33℃以上にな
ると予想される場合に発令

• 2021年に全国展開

• アラート発表回数
 2021年：   613回
 2022年：   889回
 2023年：1,232回
 2024年：1,722回

20

3. 国の熱中症対策

出典：環境省HP（熱中症予防情報サイト）
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出典： 環境省WEB (https://www.env.go.jp/content/000136709.pdf）

 熱中症対策実行計画
• 熱中症対策実行計画及び気候変動適応計画（一部変更）が閣議決定（

2023/5/30）

3. 国の熱中症対策
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3. 国の熱中症対策

出典： 環境省WEB 
(https://www.wbgt.env.go.jp/pdf/sg_pcm/R0503/doc05-1.pdf）

出典： 環境省WEB 
(https://www.wbgt.env.go.jp/pdf/doc_shsa/20240227_doc01.pdf）

 熱中症特別警戒アラート
• 都道府県内において，全ての暑さ指数情報提供地点における，翌日の日最高暑さ指

数（WBGT）が35※（予測値）に達する場合に発表
※暑さ指数（WBGT）は， 現行アラート同様，四捨五入した値
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 指定暑熱避難施設（クーリングシェルター）
• 市町村長は，地域における熱中症対策を促進するため，極端な高温時に暑さから避け

るための施設を指定することができるものとする．
• 当該施設については，熱中症特別警戒アラートの発表がされている場合においては，施

設を開放し，住民が確実に利用できるようにする．
• 指定暑熱避難施設（クーリングシェルター）を指定済み

 872市区町村（令和7年5月21日時点）

出典： 環境省WEB 
(https://www.wbgt.env.go.jp/pdf/sg_pcm/R0501/doc03-2.pdf）

3. 国の熱中症対策

出典：広島県内のクーリングシェルター一覧 
(https://www.pref.hiroshima.lg.jp/soshiki/45/ku-ringusheruta.html#b）
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 暑さ指数を実測する地点の拡大について

出典：環境省資料 (https://www.wbgt.env.go.jp/pdf/sg_awg/R0601/doc01.pdf）

3. 国の熱中症対策
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 労働安全衛生規則の一部を改正

出典：厚生労働省(https://www.mhlw.go.jp/content/11201250/001439159.pdf）

3. 国の熱中症対策
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 どのような人がなりやすいか
• 世代

 高齢者
 乳幼児

• その他
 肥満の人
 病気の人，体調の悪い人
 からだに障害のある人
 脱水状態にある人
 過度の衣服を着ている人
 普段から運動をしていない人
 暑さに慣れていない人

 

4. 熱中症になりやすい人と対策

出典：環境省「熱中症環境保健マニュアル 2022」
 (https://www.wbgt.env.go.jp/pdf/manual/heatillness_manual_1-2.pdf）
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 高齢者が熱中症になる原因（生理学的要因）
• 行動性体温調節の鈍化

 老化に伴い皮膚の温度センサーの感度が鈍くなり，暑さを感知し難くなる．
 皮膚の温度センサーが鈍くなると，自律性体温調節の発動も遅れる．

出典：環境省「熱中症環境保健マニュアル 2022」

• 熱放散能力の低下
 老化が進むと皮膚血流量と発汗量の増加

が遅れ，熱放散能力がし難くなる．
 暑くなると，皮膚への血流量が増加するた

め，心臓に戻る血液量が減少．それを補うた
めに心拍数が増加し循環系への負担に

• 体液量の低下
 若年者より体液量および血液量が少なく，

熱放散反応が低下する．
 脳での察知能力の低下により，のどの渇き

が起こり難くなる．

 

4. 熱中症になりやすい人と対策
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 高齢者のための熱中症対策
• 早め早めにこまめな水分補給：のどの渇きが起こらなくても水分補給を心掛ける．

 水分の多い夏野菜や果物，みそ汁やゼリーなどの食事からも水分補給可能

出典：環境省「熱中症環境保健マニュアル 2022」

• 室内温度をこまめにチェック：部屋に「温湿度
計」を置き、周囲の方も協力して，室温をこまめに
チェック．暑い日には冷房を積極的に使用

エアコンの風が直接当たらないように風向きを調
整するなど工夫

• 運動習慣を身につける：1日1回汗をかく運動を
して体力作り

運動直後30分以内に糖
質とタンパク質を含む食品
（例えば牛乳1～2杯）を
補給することで、血液量を
増加し熱放散能力を改善

 

4. 熱中症になりやすい人と対策
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 高齢者のための熱中症対策

 

4. 熱中症になりやすい人と対策
出典： https://www.wbgt.env.go.jp/pdf/pr/heatillness_leaflet_senior_2021.pdf
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 高齢者のための熱中症対策

 

4. 熱中症になりやすい人と対策

• 帽子をかぶった状態，通常
日傘，遮熱日傘をさした状態
で ， 暑 さ 対 策 効 果 を 検 証
（環境省）

• 体重減少量※の測定において，
帽子のみと比べて，通常日傘
及び遮熱日傘では体重減少
量が有意に低下

• 遮熱日傘の効果が最も高く，
次に通常日傘の効果が高い

出典：https://adaptation-platform.nies.go.jp/data/measures/db-095.html

※発汗量と発汗以外の皮膚および　
  　呼気からの水分喪失が含まれる



31

出典： 環境省「地域における熱中症対策の 先進的な取組事例集」 
(https://www.wbgt.env.go.jp/pdf/model_projects/r04_casebook_full.pdf）

 熱中症リスク別の見守り活動
• 群馬県上野村の取組

 

4. 熱中症になりやすい人と対策
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出典： 環境省「地域における熱中症対策の 先進的な取組事例集」 
(https://www.wbgt.env.go.jp/pdf/model_projects/r04_casebook_full.pdf）

 民生委員等による熱中症予防啓発
• 東京都豊島区の取組

 

4. 熱中症になりやすい人と対策
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出典： 環境省「地域における熱中症対策の 先進的な取組事例集」 
(https://www.wbgt.env.go.jp/pdf/model_projects/r04_casebook_full.pdf）

 宅配弁当事業者との連携
• 兵庫県加古川市の取組

 

4. 熱中症になりやすい人と対策
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 事業者との連携による高齢者等への熱中症予防の呼びかけ
• 群馬県の取組

 群馬ヤクルト販売株式会社と連携し，同社ヤクルトスタッフが高齢者宅を訪問時に, 次
の内容を伝達し，熱中症予防を注意喚起： 

 熱中症警戒アラートが発令されていること 
 外出を避け，エアコンや扇風機を上手に使って涼しい屋内で過ごすこと 
 こまめに水分補給をすること 

 

4. 熱中症になりやすい人と対策

出典： 群馬県「群馬ヤクルト販売株式会社と連携し 高齢者等への熱中症予防の呼びかけを始めます（グリーンイノベーション推進課，感
染症・がん疾病対策課）」 (https://www.pref.gunma.jp/site/houdou/217484.html）
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 高齢者をサポートする方へ熱中症対策ハンドブック
• 大阪府吹田市の取組

 

4. 熱中症になりやすい人と対策

出典： https://www.city.suita.osaka.jp/_res/projects/default_project/_page_/001/017/669/20250121.pdf

 高齢者をサポートする方向に「熱中症対策
ハンドブック」を2024年5月に作成

　ケアマネジャーやヘルパー等の介護に携わる
方からの意見を反映し，2024年12月に改定

 熱中症リスクの高い高齢者の特徴
高齢者の熱中症救急搬送者の約７割が
自宅で介護支援を受ける方であると推定
自宅で介護支援を受ける方のうち，「男
性」 「居住年数30年以上」「認知症高齢
者の日常生活自立度Ⅱ」といった方の熱中
症の発症リスクが高い．
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 高齢者をサポートする方へ熱中症対策ハンドブック
• 大阪府吹田市の取組

 

4. 熱中症になりやすい人と対策
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 高齢者をサポートする方へ熱中症対策ハンドブック
• 大阪府吹田市の取組

 

4. 熱中症になりやすい人と対策
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気候変動適応センターの機能
国内研究機関との連携等による適応研究・事業推進
関係機関・事業体・個人等との間での影響・適応等情報収集・分析・提供
機能（情報基盤：A-PLAT）
地域気候変動適応センターとの事業の連携
地方公共団体適応推進のための技術的助言や援助
人材育成やアウトリーチによる適応施策支援
アジア地域等国際的な貢献（AP-PLAT)

5. 国環研の取り組み
国立環境研究所　気候変動適応センター設立（2018年12月1日）



39出典：https://adaptation-platform.nies.go.jp/local/measures/img/5_motalityRiskHeatstroke.pdf

5. 国環研の取り組み
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 地域の取組の紹介 出典：気候変動適応情報プラットフォーム「国内外の適応策事例集」
https://adaptation-platform.nies.go.jp/db/measures/index.html#

5. 国環研の取り組み



• 気候変動による 悪影響を軽減　⇒　気候リスク管理（守りの適応策）
• 気候変動による影響を 有効に活用　⇒　適応ビジネス（攻めの適応策）

事業者の取組の紹介

41

5. 国環研の取り組み

https://adaptation-platform.nies.go.jp/private_sector/index.html
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 共同研究（適応型）
• 環境研究の発展及び気候変動適応法第11条に定める地域への技術的援助の一環とし

て，「気候変動適応に関する地域気候変動適応センター等との共同研究」を実施
• R3年度より第２フェーズがスタート．R7年度まで延長

 課題名（2025年6月現在）
課題名 参加機関（地域適応C）

１ LCCACとの共創による地域の適応に関する情報デザイン 長野県，大分県，滋賀県，栃木県

２ 気候変動による暑熱・健康等への影響に関する研究（R3ーR7年度）
香川県，川崎市，静岡県，神奈川
県，栃木県，大阪府，愛媛県，長
崎県，福島県，埼玉県，群馬県，
鹿児島県，北海道

３ 気候変動影響検出を目的としたモニタリング体制の構築 長野県，静岡県，富山県，山梨県
４ 既存インフラとグリーンインフラの統合的活用による気候変動適応の検討 千葉県，長野県

５ 自然湖沼における気候変動影響の観測と評価 北海道，秋田県，福島県，茨城県，
栃木県，滋賀県，鹿児島県

6 沖縄県のサンゴ礁生態系への気候変動・地域環境複合影響を軽減するための
赤土流出削減指標策定 沖縄県

7 果樹晩霜害の適応策検討に資する多面的気象観測調査 長野県，富山県

5. 国環研の取り組み
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観測に利用したWBGT測定機器

WBGT観測値表示ツール

 背景
• 効果的な対策を実施するためには地域状況

を把握する必要がある．
• 地域状況を把握するための技術や知見が不

足している場合もある．
 目的

• 地域状況を把握するための研究の実施
• 得られた知見を活用し，適応策検討のため

の基礎資料として活用

 実施内容
 ① 意見交換の場の設置　
 ② 暑熱環境に関する気象学的観測の実施　
 ③ 熱中症救急搬送数データの収集　
 ④ 熱中救急搬送数に関する研究

5. 国環研の取り組み



香川県

静岡県

福岡県 大阪府

大分県

埼玉県

高知県

 WBGT観測（一部抜粋）
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詳細については下記サイトに資料を掲載しています：
https://adaptation-platform.nies.go.jp/ccca/research/heat-adapted/index.html

5. 国環研の取り組み
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川崎市 神奈川県

栃木県

愛媛県

長崎県

福島県

群馬県

 熱中救急搬送数やWBGTの分析・予測（一部抜粋）

 普及啓発（一部抜粋）

詳細については下記サイトに資料を掲載しています：
https://adaptation-platform.nies.go.jp/ccca/research/heat-
adapted/index.html

5. 国環研の取り組み
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• 既に多くの熱中症が発生している中，更なる気温上昇はより深刻な影響をもたらす．
• しかし，適切な対策を取れば熱中症は防げる影響である．

• 政府による熱中症対策の取り組みが進みつつある：「気候変動適応法の改正」「熱中症
対策実行計画」「熱中症（特別）警戒アラート」「クーリングシェルター」ほか

• 将来の気候変動も見据え，地域の特性を考慮した，きめ細やかな取組が必要に
 キーワード： 普及啓発，暑さの把握，高齢者，住居，学校，事業者，等

• 国環研適応Cは，関連機関との連携のもと，熱中症リスク低減に資する研究活動を推
進していきます．

6. まとめ



ご清聴ありがとうございました


